
（別紙３）

～ 令和7年8月8日

（対象者数） 18 （回答者数）
18

～ 令和7年9月15日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ごきょうだいも含めた行事などを取り入れていきたい。

2

・低学年の方で相談に乗ってほしい内容によっては、先輩お

母さんに相談する会を開催するとよいかもしれない。

3

・みかんやブルーベリーの木も増やした。収穫を楽しみた

い。（野菜は食べられないお子さんが多いので）

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・現状では送迎は難しいが、緊急の場合（保護者の不調等）

の時は相談して送迎も可能であるようにしたい。

2

3

・学校送迎はあるが、自宅送迎がない。ご理解のうえ利用して

いただいているが、このご時世とあって自宅送迎のない放課後

等デイサービスは他にないようだ。

・事業所としては保護者との関係を密にしたい。低学年の保護

者の方にはお子さんの様子を丁寧に話したい。お子さんが自分

で話すことも大事、いろいろあっても飲み込んで過ごすことが

できることも大事。送迎はなくても十分な方もいる。

・小学１年生からご利用が始まると、引っ越し等がなければ高

校３年生の卒業までご利用されるので、長い時間をかけて理解

を深めることができる。

・利用者さん一人一人の個性や特性を保護者の方と共有し、長

いスパンで支援にあたること。保護者の方の思春期における悩

みなどは、保護者懇談会等で先輩保護者からの助言も交えて解

決できることもある。

・施設に大きな庭があり、柿の木がある。秋になると収穫でき

る。

・柿の実が熟れると、好きな柿を選んで収穫する。法人の他の

事業所の利用者さん、ご近所の方にもおすそ分けし地域交流も

はたしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学校送迎はするが、終了後は保護者迎えとなる。

・ごきょうだいもお迎え時にお会いして、家族ぐるみのおつい

あいができる。

・ご本人の話だけでなく、ご家族の話にも耳を傾け、ご家族の

様子もタイムリーにお聞きすることができる。

・夏祭りにはごきょうだいもご招待して一緒に縁日を回ってい

ただいた。

○事業所名 わんぱくキッズ

○保護者評価実施期間
令和7年7月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年8月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年10月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


